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   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６０２　
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６９１Ｂ
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６６１Ａ
   Ｃ２２Ｆ    1/00     ６３０Ａ
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【手続補正書】
【提出日】令和2年8月31日(2020.8.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　付加製造用の銅合金粉末であって、
　Ｃｒ：１．１～２０質量％（ただし、Ｃｒが２．８０質量％以下である場合を除く）、
Ｚｒ：０～０．２質量％、残部がＣｕおよび不可避的不純物からなる、
銅合金粉末。
【請求項２】
　請求項１に記載された銅合金粉末を用いて付加製造された積層造形物の熱処理方法であ
って、
　前記積層造形物を３００～８００℃で保持する、
積層造形物の熱処理方法。
【請求項３】
　請求項１に記載された銅合金粉末の薄層を形成する第１工程と、前記薄層の所定位置に
電磁波ビームを照射して前記銅合金粉末を溶融・凝固させる第２工程とを順次繰り返して
積層造形物を作製する造形工程と、
　前記積層造形物を３００～８００℃で保持する熱処理工程とを有する、
銅合金造形物の製造方法。
【請求項４】
　前記電磁波ビームがレーザー光である、
請求項３に記載の銅合金造形物の製造方法。
【請求項５】
　銅合金の積層構造を有する造形物であって、
　前記銅合金はＣｒ：０．１～２０質量％（ただし、Ｃｒが２．８０質量％以下である場
合を除く）、Ｚｒ：０～０．２質量％、残部がＣｕおよび不可避的不純物からなり、
　室温における電気伝導率が６５％ＩＡＣＳ以上であるか、または
　０．２％耐力が１５０ＭＰａ以上で引張強さが３００ＭＰａ以上である、
銅合金造形物。
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